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マスローの自己実現理論 その2
ーマスローの欲求階層理論の現代的意義一
1 はじめに
マスローは、アメリカで「人間主義心理学
(Humanistic Psychology)」という新たな心理
学を創始した人物であり、彼の理論は「自己実
現 (Self-actualization)」という言葉を中心に、
1960年代以降現在に到るまで広く社会に行き渡
り、様々な領域で用いられてきた。その理論は、
従来アメリカで2大勢力をなしていたワトソン
を中心とした行動主義学派とフロイトを中心と
した精神分析学派に対して第3の立場を主張し、
性善説の立場にたち、人間尊重の精神を強調す
るとともに、人間の最高レベルの可能性を追求
しようとしたものである。その最高レベルの可
能性を彼は「自己実現」と考えた。
そして彼は、人間がその「自己実現」に向
かって成長していくプロセスを説明しようとし
たが、そのことを十分になしえないままこの世
を去ってしまった。そこで筆者は別の論文にお
いて、彼の残した論文を再検討し、出きる限り
彼の言葉で、人間の「自己実現」へのプロセス
を解明しようと試みた 1)0
ところが時代の変化とともに、現代人の心の
問題や性質は、かつての時代におけるものとは
大きく異なっているといえるだろう。マスロー
の欲求階層理論は、 20世紀の半ば位に発表され、
心理学の世界に大きな影響を与えた。しかし彼
の理論は、おおむね第二次世界大戦の時代から
戦後にかけて構築されたものであり、そのため
半世紀以上経過した現代に彼の理論を用いるに
は、もう一度その現代的意義を再検討してみる
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必要性があるのではないだろうか。それが本論
文の目的である。
2 筆者の個人的背景
ここで、筆者自身がなぜマスローの欲求階層
理論の現代的意義を考察していく必要に迫られ
たのか、その理由を簡単に述べ、本論文の目的
を明確にしておきたい。
筆者は現在法務省矯正局の所管する少年院、
少年鑑別所において、不幸にも非行に走ってし
まった少年達と接する仕事をしている。当初筆
者は、医療少年院において、特に重度の精神的
疾患を持った非行少年を中心に関わってきた。
そこでは多くの少年が家庭における愛情の欠乏
や虐待、暴力の被害者であり、あるいは学校に
おいていじめなどの被害者であった。極めて劣
悪な環境の中で精神的に病んでしまい、薬物や
犯罪などに逃避してしまったという印象の少年
が多かった鸞こういった少年達を見ている限
り、マスローの主張する欲求階層理論3) は極
めて妥当な理論であった。基本的欲求の絶望的
な欠乏が人間を病気や犯罪に追いこんでしまっ
たといえるだろう。
ところが現在少年鑑別所において勤務してい
るが、ここでは基本的に家庭裁判所の審判にお
いて処分が決定する前の少年を収容しているた
め、少年院に収容するまでには到らないレベル
の非行少年も多く扱っている。そのような少年
達の多くは、一概にはいえないが、とりたてて
何かの欲求が危機にさらされているような様子
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もなく極めて「普通の」少年達なのである。親
の愛情にも満たされ、特に家庭不和や虐待等も
なく、学校でも特に「落ちこぽれ」ているわけ
でもなく、いじめ等の被害者であるわけでもな
い。少年院に収容されるまで非行が進んでいな
いにせよ、明らかに医療少年院の少年達とば性
質が全く違うことに驚きとジレンマを感じざる
を得なかった。もちろん彼らの基本的欲求が全
＜欠乏したり危機にさらされていたりしていな
いというわけではないが、それにしても外見上
は明らかに恵まれた環境にいると感じざるをえ
ない場合が多い。
このような少年達を従来のマスローの欲求階
層論でとらえようとしても、ほとんど当てはま
ることはない。基本的欲求が欠乏しているわけ
でもなく、その欠乏が原因で非行に走っている
とも考えにくい。約半世紀のうちに人間の基本
的な法則が大きく変わってしまったのであろう
か。それよりもむしろ半世紀のうちに社会が大
きく変化したため、人間の、社会との関わりの
仕方が変わったと考える方が自然ではないか。
では、マスローが考えた欲求に関する人間の基
本的法則も、社会構造の変化を考慮に入れて現
代人に適用していけば、現代社会の様々な問題
や病理を解明し対処していくための新しくて妥
当性のある視点を提供してくれるのではないか
と考えたのである。
3 欲求の先取り的充足
そもそもマスローがこの理論構成をしたのは、
約半世紀前の世界大戦後の時代であり、この当
時は、世界中が戦争のため飢えや生命の危険に
さらされていた時代である。いってみれば、彼
の主張する基本的な欲求のどれもが十分に満た
されることなく、欠乏に襲われていた時代であ
る。一方現在は、確かに頻繁に発生する虐待や
いじめ、犯罪などといったケースや、あるいは
大災害などといった形で人間の基本的欲求がか
なりの危険にさらされるような場合も確かに存
在するが、全体的に見て、マスローの生きた時
代ほどの欠乏にさらされることはほとんどなく、
かなりの豊かな時代になっているといえよう。
そのため、欲求の充足に主眼をおいて彼の理論
を用いた場合、現代社会の様々な病理を説明す
るには十分でないことを感じざるをえない。
本来なら人間は、常にある程度の欲求不満の
中で生きており、マスローによれば、ある程度
の欲求不満があるからこそ、その困難を克服し
ようとし、新たな挑戦をしようとする。そして
その中にこそ大いなる喜びがあり、それが成長
へと人間を導く。欲求不満は人間の成長に役立
つばかりでなく、人間に挑戦心や喜びをもたら
し、「自己実現」に向かう推進力ともなりう
る4)。しかし現代社会に目を向けてみた場合、
現代人はマスローのいうような欲求の不満足を
体験することが極めて少ないのではないかと思
われる。
例えば田中 (2003)は次のような興味深い指
摘をしている叫出生率が低下し、若年人口が
減少すると、先行世代による彼らへの関わりは
必然的にあつくなり、そのため彼らの欲求は欠
乏状態に陥る前に先取りされ充足させられる。
するとその先取り的充足により、彼らの欲求は、
フラストレーションやストレスに直面する前に
あらかじめ曖昧で不分明なものにされてしまい、
結果として彼らはその欲求を充足するために何
らかの活動をする必要もなく、それが充足され
る喜びも価値も理解できない状態となってしま
う。その結果、彼らは無気力や退屈さといった
現代特有の病理に襲われてしまう。
ところが田中によると、その不分明化こそが、
消費社会にとって都合のよい欲求を外から人為
的操作的に励起することを可能にしているとい
う。仮にある欲求が何らかの欠乏状態に陥り、
それに不満を感じたとしても、現代の消費社会
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が巧みにその欲求を操作しコントロールする商
品を提供して、それに対し人為的に充足感を与
えてくれるので、結果として人間は心の中をコ
ントロールされてしまい、欲求不満さえ感じな
い状態となってしまう。そしてそのことにより
さらに消費社会が発展していく。
このように考えるなら、とりわけ養育過程に
おける欲求の先取り的充足は、人間を高度消費
社会へ適応させるためには極めて相応しい「予
備訓練」なのである。この「予備訓練」によっ
て、人間はいつの間にか欠乏状態にある基本的
欲求に不満やストレスを感じることを忘れてし
まい、その欲求の存在すら気づかなくなり、そ
の欠乏を解決するプロセスすらも知らない状態
となる。
従来のマスロー理論では特に、欲求の欠乏と
欲求の充足を中心に論じてきたが、現代社会に
おいては、それだけでは不充分なのであり、人
はなぜ欲求充足によってさらなる高次の欲求ヘ
のプロセスを進まないのか、そして、何がその
プロセスを阻んでいるのかを解明することが必
要であり、そこから欲求階層論を別の視点から
とらえなおすことが必要ではないだろうか。
4 基本的欲求の「麻痺」
先述したように現代社会に生きる人間は、特
に若い世代においては、欠乏している基本的欲
求をそれとして体験することが少ない。欠乏と
感じることがないため、それを充足させるため
の苦労や困難を感じることもない。かといって
それが充足されているわけでもない。いってみ
れば単に麻痺しているだけなのではないだろう
か。マスローがかつて論じていたのは、基本的
欲求が充足されないことによる様々な病理現象
であった。確かに基本的欲求が常に充足されな
いでいると、人間は病気になる。そこから「神
経症的欲求 (neurotic needs) 6)」とマスロー
が名付けた病理的な欲求が出現したりする場合
もある。それは幼少期から常に欠乏の脅威を感
じながら生活していると、仮に満たされている
状態になっても、その状態を信用できずに常に
欠乏の脅威にさらされてしまう。その脅威を否
定したり抑圧したりするためには、仮に満たさ
れた状態にあっても、延々とその充足を求め続
けなければ不安になることから生じる不合理な
欲求である”。
確かに現代においてもこれはある程度当ては
まっている。例えば筆者が今まで少年院で出
会った少年を例に考えてみたい。一概にはいえ
ないが、幼少期から基本的欲求の欠乏を体験し
続けた少年に対し、いくら愛情をもって処遇を
したとしても、少年によってはそれを永遠と求
め続ける場合がある。例えば少年をほめてやっ
ても、そのことに関しては喜ぶかもしれないが、
それ以上の欲求への成長が見られず、きりもな
くほめられることを求める場合がある。そのた
めには手段を選ばず、あらゆる手段を用いて教
官に目を向けさせようとするのである。
ところが現代社会においては、この「神経症
的欲求」だけでは説明できないことが多い。基
本的欲求が欠乏するのでなく、欲求不満さえ気
付かない状態にまで基本的欲求が麻痺させられ
てしまった状態にもっと注目していかねばなら
ないのではないか。そもそも「欲求 (needs)」
とは、前提としてそのものを必要とし、欲する
気持ちがなければ生じ得ない。しかし現代では、
いつでも充足された状態であり、欲しがるより
も前に与えられてしまっている。そのため欲す
る気持ちが生じるどころか、感じることすらな
い場合が多いのではなかろうか。
ここで具体的に、例えば人の愛情を求めると
いう欲求について考えてみよう。現代において
は、かつての時代のように兄弟がたくさんいて、
必死に親の愛情を求めて競い合うような必要は
ない。少子化の時代においては、親の愛情は過
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保護という問題が生じるくらいまで充足されて
いる場合も多々ある。そのためその子は、愛情
の欠乏があるがゆえにその欲求を求めるような
必要はない。求めるよりも先に与えられ充足さ
れてしまっている場合も多い。そのため、愛情
の欠乏を解決するためのプロセスを十分に知ら
ないまま成長してしまう可能性がある。すると
いつの日か親子関係を超えて、社会の中で愛情
の欲求を満たす必要が生じた時でも、そのプロ
セスを知らない。そのため、裏切られたり、気
持ちが通じ合わなかったりという困難に満ちた
対人関係の中で、真の対人関係を作ることが出
来ない。しかし、現代の消費社会がそれを「サ
ポート」している。インターネットや携帯電話
といった手段が極度に発達している今、何も必
死に対人関係を作るプロセスを経なくても、い
くらでもその欲求を満足させあるいは麻痺させ
ることは可能なのである。
より基本的な生理的欲求にしてもそうである。
かつての戦争時代とはちがい、近年は大きな災
害でもない限り、衣食住を基本とした生理的欲
求が危機にさらされることはまずない。特に苦
労しなくても日常ありふれたものであり、特に
その欠乏を意識することは少ない。また、人間
が命がけの労働や時間と手間をかけた家事労働
によって衣食住を満たすような時代でもない。
マスローもいうように、このような状況下では
生理的欲求の価値が減じてしまっている 8)。そ
のため最も基本的で最も重要な生理的欲求でさ
えそれが充足される喜びを理解できない上に、
それを自分で満たしていくプロセスを知らない
ままになってしまう。
人間の最高次の欲求でもある自己実現への欲
求にしても同じ事がいえよう。現代社会におい
ては、自己実現を探し求めながら精一杯生きる
必要性が少なくなってきている。例えば筆者も
不幸にも非行に走ってしまった多くの青少年と
関わっていて気がつくのであるが、彼らのほと
んどは自分の将来の自己実現像を持っていない
ばかりでなく、夢や目標すら十分に持っていな
い。持っていたとしても、「とにかく仕事につ
き、結婚し、子供をもって…」という程度の極
めて曖昧漠然としたものである場合が多い。し
かし彼らが夢を持っていないのではなく、持て
ないのではないだろうか。若者が自分らしさを
発揮して、自分の能力や適性に応じた仕事をし
ようと思っても、現代社会はそれを必要とはし
ていない。従来であれば人間の高度に熟達した
技術が必要とされたことであっても、現代社会
においては機械やコンビュータがいとも簡単に
しかも低コストで実現してしまうため、人間の
活躍する場が少なくなってきているためである。
そのため、とりわけ現代の若者は、無力感や
無気力感に支配されてしまっている。しかしこ
のような無力感や無気力感でさえ、現代の消費
社会が麻痺させてしまう。必死に自己を見いだ
し、実現していく喜びを得なくても、手っ取り
早く快楽を与えてくれる。そのため彼らの自己
実現への欲求は、それが充足されないで欠乏状
態に陥り、そのことに悩むより前に、先取りし
て充足又は麻痺させられてしまい、結果として
その欲求の存在を知らないか又は気付かないま
まになってしまうのではないだろうか。
このように人間の基本的欲求が麻痺させられ
ていると、我々はいつの間にか人間らしい喜び
や感情を失ってしまい、生きているという実感
すらなくしてしまう。
5 マスロー自身の予見と現状
では、現在のこのような状況を、マスローが
生きていればどのように考えるであろうか。マ
スロー自身、来るべき未来を予見し不安に感じ
ていた。例えば「豊かさ（経済的にも心理的に
も）は、人間性の非常に高いレベルヘの成長を
可能にするのか、価値の病理の様々な形態を引
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き起こすのかという難問は、分からない叫」
と述べていたことからも推察できるように、意
外ではあるが必ずしも欲求の充足が人間の成長
に有益であるとは考えていなかったことが分か
る。そして、「食物・安全•愛·賞賛・自由な
どが常にそこにあり、欠乏したりそれを熱望し
たりすることが全くなかった場合、それに注意
を向けないばかりか、その価値を減じたり、
侮ったり、または損なったりさえもしてしま
ぅ10)。」と述べ、欲求の欠乏状態を体験するこ
との重要性を強調していた。
このようにマスローが予見していたことは的
中したといえよう。しかも彼の予想よりも現状
はさらに深刻な状態に陥っているといえないだ
ろうか。それは、欲求の欠乏状態を体験するこ
とがない位にまで欲求が「充足」されている上
に、仮にそれが欠乏状態になったとしても、そ
の欠乏を感じることができない位にまで人為的
に麻痺させられてしまっているためである。そ
れに目を覚ますことがほとんどない位まで麻痺
させられてしまっている。このような中では欲
求充足のために自らが主体的に行動したり考え
たりする機会はほとんどない。
このような時代において、マスローの理論か
ら何か有効な処方箋を得ることができるであろ
うか。マスローが生きていればどのように考え
るであろうか。次にそれを考察したい。
6 欲求を充足させることから欲求を理
解することへ
このように欲求の欠乏状態を知ることなく麻
痺してしまった状況においては、欲求を充足さ
せることではなく、その欲求が人間に本来存在
していることに気付き、理解させることこそが
重要ではないだろうか。人間には人間らしく生
きていくために必要な基本的欲求が存在すると
はいっても、それを感じることのないまま麻痺
してしまっている。そのため仮にその欲求が何
らかの危機状態に陥っているにしても、それに
伴う悩みや苦しみが一体何なのか分からないで
いる。そのためえたいの知れない悩みや苦しみ
となってしまう。それゆえ、より強力なやり方
で麻痺させて感じなくしてしまう結果となろう。
すると、自分の苦しみや悩みを自分で理解す
ることすらできず、人に言葉で伝えることもで
きなくなる。ましてや人に相談することすらで
きないし、悩みがあることすら気付いていない
こともある。そのように自分自身の感情につい
ての感覚すら失ってしまっている。このような
状態では自分の気持ちどころか、他者の気持ち
を理解したり考えたりすることもなおさらでき
ない。そのため例えば、被害者の気持ちを全く
無視した犯罪を、大した理由もなく簡単に引き
起こしてしまう結果にも繋がっているのではな
いだろうか。さらには欲求が麻痺してしまうと、
何かに動機づけられることもなくなり、ただ何
となくわけも分からないままに生きている状態
となる。生きていても現実感がなく、無気力な
状態に陥ってしまう。このような状態では自分
の人生を主体的に生きることもできず、責任を
持って人生の選択のプロセスを歩むこともでき
ない。目的を持たないフリーターなどが大きな
社会問題となっているが、このこととも関係し
ているのではないだろうか。
さらには、従来のマスローの考え方に基づい
て教育や臨床を行なう場合、何よりもまずその
欠乏している欲求を充足させたり解決したりし
ていくことが重要となるが、現代ではそれはさ
らに危険なこととなる。このように麻痺状態に
まで進行してしまった状態で仮にその問題と
なっている欲求を満たそうとしたとしても、マ
スローがある場面で「神経症的欲求」という言
葉を用いて説明したように、永遠に充足される
ことはなく、きりもなくそれを求めてしまう結
果となろう。例えば土井 (2003)は興味深い指
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摘をしている。かつては例えば親から少々邪魔
扱いされたとしても、そのことで自分の肯定感
が傷つくことはまずなかったが、近年では少子
化の進行とともに従来よりも丁寧に扱われる子
どもが増えているにもかかわらず、自分が肯定
されているという感覚を持てなくなってきてい
るという。彼らの尊重の欲求がかつてよりも強
まっているのである。そのためいつも「見られ
ていないかもしれない。愛されていないかもし
れない。」という不安感に襲われてしまう 1)。
つまり、常に満たされ、麻痺させられ、欠乏
した状態をほとんど知らないできた人間は、少
しの欠乏体験に対しても解決するプロセスを知
らない。そのためほんのわずかの欠乏にも不安
を感じてしまうといえよう。
それでは一体どのようにしてこの欲求の麻痺
状態とでもいうべき状況から抜け出すことがで
きるのであろうか。どのような示唆をマスロー
の理論から得ることができるのであろうか。そ
して、その欲求に気付き、理解するとはいって
も、それは誰でも簡単になしうることであろう
か。複雑な仕方で麻痺させられている以上、そ
う簡単なことではないであろう。そのため、臨
床や教育の領域においても重要な課題となる。
しかも欲求が麻痺してしまっている以上、その
当事者が悩みや苦しみを感じていることも少な
く、自分から進んで相談したりすることも少な
いのではないだろうか。むしろ不安や悩みに襲
われている人の方が、自分の真の欲求に気づこ
うとしているのであり、かえって健康な人間か
もしれない。そのため従来のやり方のように、
不安や悩みに襲われたクライエントの来談を待
つのでなく、臨床や教育に携わる者からの積極
的なアプローチも必要となってくるのではない
だろうか。不安や悩みのないよく「適応」した
人を揺さぶり、場合によってはその人を気付か
ないで過ごしていた不安や悩みにおとしいれる
結果になるかもしれないが、自己探求に導き、
真の欲求に気づかせることも大切なのではない
だろうか。そのことが本当の人間としての欲求
や感情を体験できるチャンスでもある。ひとつ
間違えば単なるおせっかいになってしまうかも
しれないが、麻痺させることにより表面上は
「適応」している人を揺さぶり、欲求理解への
きっかけを作ることも大切ではないだろうか。
7 教育・臨床の課題として
さて、欲求理解のきっかけをつくるとはいっ
ても、一体どのような方法が考えられるのだろ
うか。当たり前のことであるが、欲求そのもの
が存在しないことには理解のしようがない。そ
のため欲求そのものが生じる前に先取りして与
えてしまうと、そもそも欲求が生じる必要がな
くなるため，その欲求を知らないままになって
しまう。例えばマスローは「過保護」を自己実
現への成長を阻害するものとして考えているが、
その過保護な状態が続けば、当然何かが満たさ
れないという理由で欲求が生じることはない。
欲求のない状態が極端に続けば，その人は、自
分がそもそも何を求め、何を欲し、何をどうし
たいのかということすら理解できなくなってし
まう。
そのため、極めて当たり前のことであるが，
欲求そのものを生じさせることが重要ではない
だろうか。それはわざわざ欲求不満状態に追い
こんだりするといった極端なことを意味するの
でなく、欲求そのものが生じるまで待つ姿勢を
持つだけでも随分と違う。欲求が生じるのを
待ってからそのものを与えても決して遅くはな
いであろう。その待ちの姿勢が、欲求を生じさ
せ、欲求の理解にもつながるのではないだろう
か。
次に、教育や臨床に携わる者は、生徒なりク
ライエントと対話する中で、一体どのような欲
求がどのような仕方で麻痺させられてしまって
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いるのか、又はどのように危機状態に陥ってし
まっているのかを、次第に明確にしていくこと
が何よりも大切ではなかろうか。しかし、現代
人は麻痺状態に陥り、自分自身の欲求や悩みす
ら表現する力を失っている。そのため、何より
もまず教師や臨床家は、麻痺してしまった欲求
が何であるのかを見極めている必要がある。こ
れは意外と難しいことである。当人が表現する
力を失っているだけでなく、様々な要因により
その欲求が違った形で表現されることがあるた
めである。
例えば万引きを繰り返す少年の一例を考えて
みよう。特にお金に不自由しているわけでもな
く、万引きをするような理由も見あたらない。
「遊ぴ心で…」「仲間につられて…」と言い訳は
するが、よく話を聞いていくと、「もっと親に
かまって欲しかった…」「もっと親が自分の方
に目を向けて欲しかった…」等といった愛情の
欲求の欠乏状態にいきつくことがしばしばある。
この場合愛情の欠乏を子どもが示していても、
親は小遣いを多く与える等の方法で、その欲求
を麻痺させ続けていたのであり、そのため彼自
身も自らの愛情の欲求に今まで気づかないまま
生きてきたのであろう。
そして麻痺してしまった欲求を見極めると、
それを生徒なりクライエントと対話する中で、
その欲求に気付かせるように導くことが大切で
はないだろうか。そのためには、気付きのため
の道しるべを与えないと、当人は一向に考えを
深めることは出来ない。なぜなら強力な仕方で
欲求が麻痺させられてしまっているからである。
そのための道しるべとして、人間の基本的欲求、
もっと突き詰めていえば、マスローの主張する
5つの基本的欲求という視点を提供することも
有効な方法ではないだろうか。麻痺してしまっ
ていて今まで気がつかなかった悩みや苦しみが
あった場合、当人がそれらを 5つの基本的欲求
という視点をヒントに自己洞察し理解できるよ
うに、共に考えていくことが必要であると考え
る。
具体的な方法については、今後のさらなる実
践的研究及びその効果の検証が必要とされるが、
一例として、筆者自身がかつて取り組んでいた
手法を紹介する。少年に対する面接や講話の際、
対象者の理解のレベルに合わせてマスローの欲
求階層論をまず説明する。それら 5つの欲求の
うち特に対象者の悩みに関わりがあると思われ
るいくつかの欲求を取り上げ、それを題材に面
接を深めていくというやり方をとってみた。そ
れをもとに、当人が内省を積み重ねることに
よって、今まで気づかないで麻痺していた悩み
や心の問題を、人間の基本的欲求という視点か
ら自己洞察し、今までの自分自身を見つめ直す
きっかけを得させるためである。時には面接者
が感じたことを積極的に伝えることも有効であ
ろう。それを押しつけてしまっては、今後の自
由な自己洞察を妨げてしまうが、ヒントとして
与える程度であれば、逆に自己洞察を促進する
場合もある。
そして、基本的欲求と正面から立ち向かい、
どの欲求が今まで欠乏していたにもかかわらず
気づかないままでいたのかを知り、その欲求を
求める勇気と力を得ることが出来るようにサ
ポートしていくことこそが、教育や臨床に携わ
る者の大きな役割ではないだろうか。基本的欲
求を求めることは、人間として当然であり何も
恥ずべきことでもないが、人によってはそれを
恐れたり、恥ずかしがったりする。
例えば愛情の欲求、それもとりわけ両親の愛
情の欲求が満たされずに悩んでいる場合を考え
てみたい。それを求めることは何も悪いことで
はないが、「甘えてはいけない…」と思いこみ、
親に助けを求めたり、思いっきり親に飛び込ん
でいったりすることが出来ない場合が多い。そ
の結果つらいことを一人で背負い込み、その疲
れもあってか、非行に走ってしまうケースもい
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くつかある。少年院に入って初めて親に素直に
気持ちを伝えることが出来、涙を流して感動す
る場面も多かった。このように基本的欲求を求
めることは、何も悪いことでなく、何も恥ずべ
きことでもないことに気づかせることも重要で
はないだろうか。
マスローは教育や臨床家ではなかったため、
彼自身も具体的な方法についてはほとんど何も
残していない。そのためそれ以上の方法論につ
いては、マスローを研究し実践する者が見出し
ていかねばならない。しかしマスローが教育に
対してわずかではあるが意見を述べており、そ
れは我々に大きな示唆を与えてくれる。そこで
彼は次のようにいっている。「教育の一つの目
標は、人生が価値あるものであることを教える
点になければならない。人生に喜びがなければ、
生きる価値はないであろう。不幸なことに、多
くの人びとは、真の喜び、我々が至高体験
(peak-experience) 12) とよんでいる全面的な生
命肯定の非常に貴重な瞬間を、体験していな
ぃ13)。」と。つまり現代のように「基本的欲求」
が麻痺してしまい、生きている実感や喜びのな
い時代の中で、教育ができる最大の目標は、
「至高体験」すなわち真の喜ぴを教えることな
のである。「至高体験」が「自己実現」に向
かって生きるための推進力と自信になるのであ
る。 しかしそれをどのように教えるのであろ
うか。マスローは、「子どもは、教師の態度を
まねるので、教師が、楽しい自己実現した人間
になるのも一つの方法である14)。」という。
いってしまえば、教師が「自己実現」の手本を
見せてやることが大切なのである。「自己実現」
に向かって生きることの中で「至高体験」とい
う最高の喜ぴの瞬間が待っていることを、身を
もって示してやることができれば、自然と本来
の基本的欲求が麻痺してしまっている子どもを
揺さぶり、本来の欲求に目覚めさせるひとつの
きっかけとなることも可能である。その結果、
生きる喜びや価値が自然と子どもに伝わってい
くことも期待できる。
このマスローの指摘は、今までのパラダイム
を大きく転換させるものである。従来の教育や
臨床の理論は、それを必要とする人に対してど
のようにアプローチするか、そして必要とする
人がどのように変化するかに力点が置かれてい
た。しかしマスローの考えでは、それだけでは
なく教育や臨床に携わる者自身の成長や変容こ
そが必要であると指摘している。そもそもこれ
らに携わる人間自身が「至高体験」すなわち人
生の喜びや価値を、身をもって示してやらない
限り、いくら生徒やクライエントにアプローチ
したとしても、心に響き渡ることはないのでは
なかろうか。
強引にいえば、教育や臨床いう場面では、一
方的に教えたり導いたりするのでなく、教師や
臨床家とクライエントの二つの人格が互いに影
響し合い、変容していくものではないだろうか。
つまり、相互に影響し合うのであり、互いに感
動し合うのであり、互いに悲しみを共有し合う
のであり、互いに教え合うのではないか。決し
て教師や臨床家からクライエントヘの一方向的
なものではなく、相互に影響を与え合いながら
一つの場を形成しているのではないだろうか。
その場とは、互いの人格がぶつかり合ったり、
時には融合したりする中で、双方が形成しあう
ダイナミックな場なのである。そういった力動
的な場の中でこそ、人間の本来持っていた欲求
に目覚め、人間らしい感情や感覚を持ち、人生
の素晴らしさに気づくのではないだろうか。
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